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－ 心を磨き、技を極め、夢に挑む － 

 

 
2019年 9月 20日㸦➨ 24号㸧 

全日本学生シングルハンドレガッタ初出場 

ソーラーカー㸳時㛫⪏久レースで完㉮ 

⦅㞟㸭発⾜ 
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2019年 9月 20日㸦➨ 24号㸧 

 

 

  

 

工学㒊 㟁子制御・ロボット工学⛉ 3

年 ℈⏣ⰾᶞさんが、2019 年全日ᮏ学

⏕シングルハンドレガッタ中㒊大会

で優勝し、全国大会への出場をᯝたし

ました。 

ᮏ学のヨット㒊は、全日ᮏヨット㐃┕

へ加┕してわずか 3年。㧗台のキャンパ

ス║下に広がる三Ἑ‴で、╔実に実力を

つけたことが出場につながりました。 

レースは 9月 6日㸦㔠㸧㹼8日㸦日㸧

ⵦ㒆市にある㇏⏣⮬動⧊ᶵᾏ㝧ヨット

ハーバーἈで㛤催されました。 

℈⏣さんが出場したのは、レザーラジ

アルクラスのシングルハンドレガッタ。

レザーラジアルクラスは、⯲㛗 4㹫23㎝

の 1ᯛ帆ヨットで一人乗りのクラス。各

地区での大会を勝ち上がった 20 ⯲が出

場しました。 

レース初日は 5㹫の㢼が吹くⰋ好なコ

ンディションでしたが、➨ 1レースは⥭

張のあまり、スタートに失敗。他⯲の後

ろを⾜くためにコース取りがうまくでき

ずに16╔。➨ 2レースはスタート┤後 

 

 

 

 

 

 ᮏ学では 2017年 4月に「IoTモノづく

りコース」を㛤タし、3年⏕となった1期

⏕ 16名が 8月下旬から 9月上旬にかけ

て、〇㐀ᴗを中心とする地元企ᴗでの

IoTインターンシップを⾜いました。 

 IoT㸦Internet of Things㸧は㌟㏆に

ある「モノ」がインターネットに接⥆さ

れ、㏻信、情報収㞟、モノを制御するこ

とで、より安全で快㐺な⏕άを実⌧する

技⾡です。㏆年、〇㐀ᴗなどの⌧場では、

⏕⏘性や安全性の向上を┠指そうとὀ

┠が㞟まっています。 

 企ᴗの協力を得て実施するテーマ型の

IoTインターンシップは、企ᴗ⌧場におけ

る「IoT実㊶実⩦」と位⨨付けており、企

ᴗにおける IoT への取り⤌みや問㢟Ⅼな

どを体㦂し、必せとされる IoT 技⾡⪅を

⌮ゎし、今後の学びにάかすものです。 

 

 

 

  

から上位でレースを㐍めて 5 ╔。➨ 3

レースは㢼向きが変わり、㢼をㄞみ㛫㐪

えて 12╔となりました。 

レース 2日┠、前日同ᵝにⰋ好なコン

ディション。レースの㞺囲Ẽにも慣れ、

➨ 4 レースは 7 ╔、➨ 5 レースは 8 ╔

と入㈹の可⬟性もぢえてきましたが、➨

6 レースになると㢼が強くなりはじめ

ました。ヨットがひっくり㏉らないよう

に、ハイクアウト㸦ヨットのフットベル

トに㊊をかけ、体を⯲の外側に乗り出し

てỈ㠃と並⾜を保つ動作㸧でバランスを

保ち、スピードを上げます。⭡➽、太⫤

などに㈇担がかかり、⑂れが出てきた㡭、

バランスを崩して㌿そ。すぐさま㉳こし

てレースに復帰しましたが 14 ╔。➨ 7

レースも強い㢼が⥆き、ハイクアウトで

体力が奪われてコース取りがうまくい

かず、15╔となりました。 

レース 3日┠、天Ẽは晴れ。しかし㢼

がありません。➨ 8レースの実施は不可

⬟との判断でキャンセルに。このため前

日までの成⦼で㡰位がỴまりました。 

 

 

 

 

 

 参加した学⏕からは「⌧場で働く人の

意ぢを▱り、技⾡⪅のほⅬからしっかり

と⪃える必せ性を感じた」「実㝿の⌧場

に⪏えうるシステム㛤Ⓨの大変さを実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

初出場の⤖ᯝは、全国 12 位。中㒊地

区から出場した 4 ⯲の中では最上位で

したが、全国の壁は㧗かったようです。  

ヨット㒊を指導する㢳問の▼原⿱二

教授は「今大会で体力、スタート、コー

ス取りなど、ㄢ㢟がしっかりとぢえた。

᮶年の全国大会に向けて㡹張ってもら

いたい」とのこと。 

℈⏣さんの全国大会出場はヨット㒊員の

励みになり、さらなるά㌍が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感した」「どのような場㠃で IoT を使う

のかが分かった」「コミュニケーション

の必せ性を実感した」との声が。今後の

┠ᶆが明☜となったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日本学生ἺἕἚ連盟Ệ加盟しềỪずか 3年Ể 

全日本学生ἉὅἂἽἡὅἛἾỾἕἑ初出場 

 

「IoTἴἠỀくụἅὊἋ」第ᾀ期生 16名がỶὅἑὊὅἉἕἩồ 

企業現場Ể必要ểさủỦ IoT技術ử理解 

 

IoTインターンシップ実⩦先 

企ᴗ名 IoTインターンシップテーマ 

㸦ᰴ㸧ニデック 医⒪ᶵ器㛤Ⓨの⿵助➼を㏻した IoT実⩦ 

㸦ᰴ㸧㏆⸨〇作所 ⏬像情報における実ドテスト、IoT 㛵㐃工⛬を㏻した IoT 実⩦ 

㣤島⢭密工ᴗ㸦ᰴ㸧 プレス加工作ᴗ、旋┙加工作ᴗを㏻した IoT 実⩦ 

㸦ᰴ㸧㏆⸨㚩工所 

工場内にある多ᵝな工作ᶵᲔを⪃察してその⏝㏵・性⬟の㐪いを実
感し、工作ᶵᲔを使って㒊品加工の実務の一㒊の体㦂を㏻した IoT
実⩦ 

アスカ㸦ᰴ㸧幸⏣工場 プレス、⁐接加工、品㉁⟶⌮、⏕⏘⟶⌮を㏻した IoT 実⩦ 

㸦ᰴ㸧㕥木化学工ᴗ所 射出形成⌧場実⩦、仕上⤌付工⛬、⌧場実⩦を㏻した IoT 実⩦ 

㸦ᰴ㸧カンドリ工ᴗ ヨ作・ヨ㦂・⏕⏘ライン体㦂を㏻した IoT 実⩦ 

イズテック㸦ᰴ㸧 CAD の実⩦、タィ DR を㏻した IoT 実⩦ 

㸦ᰴ㸧システムハウス 
トップマネジメントとのコミュニケーション、システムタィ・㛤Ⓨ
実⩦を㏻した IoT 実⩦ 

㸦ᰴ㸧システムサーバー Java で動作する既存システムの改修体㦂を㏻した IoT 実⩦ 
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 8月 2日㸦㔠㸧、3日㸦土㸧に㕥㮵サー

キットで㛤催されたソーラーカーレース

㕥㮵2019にソーラーカー㒊が出場し、5時

㛫⪏久レースで完㉮をᯝたしました。 

 ᮏ学のソーラーカーは、ᾏ外の公㐨を

⯙台としたレースにも参加できる FIA

国㝿つ⛬に基づいた㌴体タィに合⮴し

た「オリンピアクラス」に参戦。もとも

と、光岡⮬動㌴のキットカーを EV化し、

ナンバーを取得して一⯡公㐨での実㦂

も⾜う㌴両のため、ボディー剛性には問

㢟ない反㠃、㌴両㔜㔞がㄢ㢟でしたが、

参加した㌴両の中では㐨㊰を㉮る一⯡

㌴両に最も㏆い㌴体でした。 

 5 時㛫⪏久レースỴ勝は、22 台が予㑅

タイム㡰に2列に並び、12時にスタート。

ᮏ学は16␒手から㡰ㄪに㉮り出しました。 

 レース序┙から、ヘアピンカーブでス

ピンしてᶓ㌿するマシンがコースを塞ぎ、

イエローフラッグが振られるἼ乱の展㛤

に。ドライバーは㔜たい㌴両を 5 時㛫完

㉮させることを┠指し、ペース㓄分や他

㌴との接ゐにὀ意を払い㉮⾜しました。 

夏の強い日差しはドライバーの体力と

㞟中力を奪います。スタートからおよそ

1 時㛫で早めにピットインしてドライ

バーを交代し、㌴両をⅬ᳨。㌴両の≧態、 

 

 

 

 

 3月 24日㸦日㸧に⾜われた国土交㏻┬

⮬動㌴整備士技⬟᳨定に 2019年 3月卒

ᴗ⏕㸦▷期大学 ⮬動㌴工ᴗ学⛉㸧が受

㦂した⤖ᯝ、全国トップレベルの合᱁⋡

でした。 

 

 

 

工学㒊 情報メディア学⛉では5月18

日㸦土㸧⌫技大会と 1 年⏕Ḽ㏄会を㛤催

しました。このイベントは新入⏕をはじ

め、学⛉内での交友㛵係が⠏けるように

㛤催されたものです。 

体⫱㤋で⾜われた⌫技大会では、バ

スケットボールが⾜われ、学年を㉺え 

 

 

 

 

㟁力㔞には問㢟なくコースへ。 

 レース半分を⤊えた 2時㛫 50分㡭、

スプーンカーブ付㏆で出力が上がらな

くなるトラブルがⓎ⏕しました。ドライ

バーが☜ㄆすると㟁Ẽ⣔のトラブルと

判明。ソーラーパネルの出力ㄪ整を施し、

どうにか㉮らせてピットイン。㟁力⣔⤫

の☜ㄆ作ᴗと㌴両のⅬ᳨をして㉮れる

≧態に戻し、ドライバーを交代してコー

スに戻りました。 

 その後もペース㓄分を⪃慮しながら、

慎㔜な㐠㌿を⥆けてṧり 15分となる㡭、

ダンロップコーナーを㉺えたところで再

び停㌴。ドライバーが冷㟼にトラブルを

対処してṧり時㛫を㉮り切り、チェッカー

フラッグを受けました。 

⤖ᯝ、オリンピアクラスで 9位、⥲合

クラスで 18位、25周㸦145Km㸧を㉮⾜し

ての 5時㛫完㉮をᯝたしました。 

学⏕たちは、㌴両のḞⅬをカバーして

5時㛫完㉮させたことから、戦␎ⓗなィ

⏬や⟶⌮、チームワークの大切さを学び

ました。 

今後も一⯡㐨㊰での㉮⾜をど㔝に入れ

た㌴両づくりで、㌴両㔜㔞のῶ㔞はもち

ろん、㔜㔞による㈇Ⲵをカバーして㉮⾜

㊥㞳を延ばすことも┠指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てのⓑ⇕したヨ合が展㛤され、心地よい

ờをὶしました。 

 また、㸯年⏕Ḽ㏄会はẖ年恒例のビ

ンゴ大会で大┒り上がり。当たった㈹

品をぢて一喜一憂する姿がぢられ、⣲

敵な㈹品が当たる学⏕も。ぶ╬が῝ま

る 1日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 20日㸦➨ 24号㸧 

FIA Electric & New Energy Championship ἏὊἻὊỽὊἾὊἋ鈴鹿 2019 

5時間耐久ἾὊἋỂ完走 

 

全国ἚἕἩἾἫἽỉ合格率ử維持 

 

㹼㌴体㹼 

全㛗 3340㹫㹫  全幅 1620㹫㹫 

㌴㧗 1280㹫㹫  ㌴㍯数 4㍯ 

ボディー FRP   シャーシ 㕲㗰㸦㕲⟶㸧 

➨ 1ロールバー㸦ᮦ㉁㸧 CFRP 

➨ 2ロールバー㸦ᮦ㉁㸧 CFRP 

タイヤ 2.25×14インチ 

ブレーキ㸦前㍯㸧 ドラムブレーキ 

ブレーキ㸦後㍯㸧 ディスクブレーキ 

 

㹼太㝧㟁ụ㹼 

メーカー サンパワー♫ 

形式 SC-35A  ⥲出力 850W   タイプ 単⤖晶 

 

㹼モーター㹼 

メーカー 㸦ᰴ㸧ミツバ 

形式 DCブラシレスモータ インホイール DD 

タイプ M1096  制御方式 PWM  定᱁ 1.0KW  

最大出力 2.5KW  㔜㔞 7.4Kg 

 

㹼㥑動⏝⵳㟁ụ㹼 

メーカー NOMURA 

㟁ụの形式 リチウムポリマ 

搭㍕㟁ụの㔜㔞と個数 11Kg×2個  

 

ソーラーカー㌴両仕ᵝ 

情報ἳἙỵỴ学科 球技大会ểᾀ年生歓迎会ử開催 

 

区分 2019年3月 2018年3月 2017年3月 2016年3月 2015年3月 

2級ガソリン 
⮬動㌴整備士 

98.5㸣 
132名㸭134名 

97.9㸣 
141名㸭144名 

97.4㸣 
148名㸭152名 

91.0㸣 
122名㸭134名 

96.7㸣 
119名㸭123名 

2級ジーゼル 

⮬動㌴整備士 
97.0㸣 

129名㸭133名 
94.6㸣 

140名㸭148名 
97.4㸣 

148名㸭152名 
96.2㸣 

128名㸭133名 
99.2㸣 

122名㸭123名 

※下ẁの人数は、合᱁⪅数㸭受㦂⪅数 



03 

 

2019年 9月 20日㸦➨ 24号㸧 

 

 

 

 

 

 5月16日㸦木㸧、フレッシュマンセミナー

「サービスエンジニアの仕事と夢」を㛤

催しました。 

ᮏセミナーは、⮬動㌴メーカーのマツ

ダ㸦ᰴ㸧と㈍売会♫のᮾᾏマツダ㈍売

㸦ᰴ㸧、㟼岡マツダ㸦ᰴ㸧がㅮ師となり、

マツダが┠指す「㉮る喜びの㏣ồ」「優

れた⎔境・安全性」を実⌧したḟ世代技

⾡「スカイアクティブテクノロジー」や

世⏺初の㔞⏘ロータリーエンジンの㛤

Ⓨに成功した⛎ヰが⤂介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、実⩦では卒ᴗ⏕による「12か月

Ⅼ᳨作ᴗ」の実₇も⾜われました。 

実⩦場にはロードスターRF をはじめ、

CX5、CX8、アクセラなど、タイプの␗な

る㌴✀を展♧。学⏕たちは、エンジンを

なき㎸んだり㌴内の㉁感にゐれたりと、

⯆味ὠ々のᵝ子でした。 

⮬動㌴ᴗ⏺を┠指す新入⏕にとって

は、最新技⾡が搭㍕された⮬動㌴を㌟㏆

に感じながら、サービスエンジニアの仕

事⌮ゎと今後の学⩦┠ᶆに弾みのつく

セミナーとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⮬動㌴メーカーおよび⮬動㌴㈍売会♫による技⾡ㅮ⩦会を㛤催しました。安全性⬟・安全⿦⨨や㟁Ẽ⮬動㌴など、日々㐍化を⥆

ける㌴の最新技⾡をㅮ⩏や実⩦を㏻して学びました。㛤Ⓨ⪅への㉁␲応⟅、OBとのトークセッションなども⾜われ、学⏕にとって

大変有意⩏なㅮ⩦会となりました。 

 

ヤナセ㍺入㌴ㅮ⩦会㸸7月 10日㸦水㸧 

■内容㸸㍺入㌴とヤナセのṔ史、㍺入㌴の整備技⾡を座学と体㦂実⩦で学ぶ 

■使⏝㌴両㸸メルセデス・ベンツ㸦AMG GTCロードスター・AMG CLS53・A180・ 

スマートフォーフォーBRABUS㸧、シボレー㸦コルベット㸧、Audi㸦RS4・

TT㸧、BMW㸦M4カブリオレ・X4㸧 

■担当ㅮ師㸸㸦ᰴ㸧ヤナセ名古屋営ᴗᮏ㒊 

 

スズキ技⾡ㅮ⩦会㸸7月 11日㸦木㸧 

■内容㸸コンパクトカーやセニアカーの最新技⾡を座学と体㦂実⩦で学ぶ 

■使⏝㌴両㸸ワゴン R、ジムニーシエラ、ハスラー、スイフトスポーツ、エクシード、

アルトワークス、ソリオバンディット、クロスビー、セニアカー 

■担当ㅮ師㸸スズキ㸦ᰴ㸧㸭㸦ᰴ㸧スズキ⮬㈍ᮾᾏ㸭㸦ᰴ㸧スズキ⮬㈍中㒊㸭愛▱スズキ㈍売㸦ᰴ㸧㸭㸦ᰴ㸧スズキ⮬㈍㟼岡㸭

㸦ᰴ㸧スズキ⮬㈍὾ᯇ㸭㸦ᰴ㸧スズキ⮬㈍三㔜㸭㸦ᰴ㸧スズキ⮬㈍南信㸭岐㜧スズキ㈍売㸦ᰴ㸧 

 

いすゞトラックㅮ⩦会㸸7月 16日㸦火㸧 

■内容㸸大型・小型トラックのᵓ㐀と整備技⾡を座学と体㦂実⩦で学ぶ 

■使⏝㌴両㸸FORWARD㸦中型㸧、ELF㸦小型㸧 

■担当ㅮ師㸸いすゞ⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭いすゞ⮬動㌴㈍売㸦ᰴ㸧㸭いすゞ⮬動㌴中㒊㸦ᰴ㸧 

 

日産技⾡ㅮ⩦会㸸7月 17日㸦水㸧 

■内容㸸㟁Ẽ⮬動㌴のᵓ㐀と最新技⾡を座学と体㦂実⩦で学ぶ 

■使⏝㌴両㸸リーフ、ノート、エクストレイル、GTR、その他新型㌴ 

■担当ㅮ師㸸日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭ᮾᾏ日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭ᮾ愛▱日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭愛▱日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭 

日⏘プリンス名古屋㈍売㸦ᰴ㸧㸭三Ἑ日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭岐㜧日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭三㔜日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭 

日⏘プリンス三㔜㈍売㸦ᰴ㸧㸭὾ᯇ日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧㸭日⏘プリンス㟼岡㈍売㸦ᰴ㸧/㟼岡日⏘⮬動㌴㸦ᰴ㸧 

短期大学 自動車工業学科ᾀ年ử対象Ệ 

自動車ἳὊỽὊở販売会社かỤ最新ỉ技術ử学ố 

 ἰ἖ἒἧἾἕἉἷἰὅἍἱἜὊ 

 

 

 

ἶἜἍὉἋἌỿὉいすỲὉ日産 技術講習会 
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 6 月 3 日㸦月㸧、⥲務┬ᮾᾏ⥲合㏻信

局とᮾᾏ情報㏻信懇ㄯ会の共催による

令和元年度㟁Ἴの日・情報㏻信月㛫グ念

式典において、工学㒊 情報メディア学

⛉ ᯈ宮朋基◊✲室がᮾᾏ情報㏻信懇ㄯ

会会㛗⾲彰を受けました。 

 グ念式典では、情報㏻信のⓎ展に㈉⊩

された個人・団体に対して⾲彰を⾜って

います。ᯈ宮◊✲室は、⅏害␲似体㦂を

容易に⾜うことができるスマートフォン 

 

 

 

 

 

工学㒊 情報メディア学⛉ 3 年 平川俊

㈗さんが㛤Ⓨした「地㟈列島VR」㸦ᯈ宮朋

基教授の指導㸧が、VRクリエイティブア

ワード 2019において優⚽㈹㸦学⏕㒊㛛㸧

を受㈹しました。 

 VR クリエイティブアワードは、これ

からの VR ᴗ⏺を≌引する VR 作品やク

リエイターをⓎ掘し、ㄆ▱度向上やά動

の支援を┠ⓗとしたイベントです。 

受㈹作品「地㟈列島 VR」は、㐣去にⓎ

⏕した全国各地の大つᶍ地㟈をバーチャル  

 

 

 

 

 

8月 6日㸦ⅆ㸧、京㒔府㆟会 新⏘ᴗ創

㐀≉別◊✲会の委員 10 名が「バーチャ

ルとリアルを⼥合したḟ世代技⾡につ

いて」のㄪᰝとして、情報メディア学⛉ 

ᯈ宮朋基教授の◊✲をど察されました。 

一⾜は、AR㸦拡張⌧実㸧と VR㸦人工⌧

実感㸧の㐪いや、人㛫の五感における判

断はどぬが 8割以上を占めるため、AR・

VR のコンテンツは㠀常に情報が伝わりや

すいという≉徴、どぬと⫈ぬ、どぬとゐぬ

など、どぬにもう一つの感ぬを加えるこ

とで㠀常にリアルな人工⌧実感を再⌧で

きることなどについて、ᯈ宮◊✲室が㜵

⅏の専㛛家と共同㛤Ⓨした最新の⅏害␲

似体㦂アプリを例にㄝ明を受けました。 

 

 

 

 

⏝の ARアプリ「Disaster Scope」を㛤

Ⓨし、学ᰯや地方公共団体の㜵⅏カ⦎に

おいて採⏝されるなど、最新の情報㏻信

技⾡を利⏝して地域㜵⅏力の向上に多

大な㈉⊩をしたことがホ価されました。 

 ⾲彰式会場では㸦ᰴ㸧ドコモ CS ᮾᾏ

の協力によってデモ展♧も⾜われ、㕥木

῟司⥲務副大⮧と大ᮧ⚽❶愛▱┴▱事

にもアプリをご体㦂いただきました。 

 

 

 

 

 

 

体㦂できる VRアプリです。「ᮾ日ᮏ大㟈

⅏」「㜰⚄・ῐ㊰大㟈⅏」「⇃ᮏ地㟈㸦ᮏ

㟈㸧」など 8 つの地㟈をẼ㇟庁の強㟈ほ

 Ἴ形データに基づき再⌧します。 

┤下型地㟈や㛗周期地㟈などᵝ々な

タイプの地㟈を体㦂でき、揺れの性㉁の

㐪いを⮬分の㌟をもってẚ㍑できます。 

リアルな映像⾲⌧、␗なる地㟈が一度

にできること、㑊㞴カ⦎や㜵⅏イベント

での学⩦効ᯝ、将᮶性などが㧗くホ価さ

れました。  

 

 

 

 

 

このほか、ᯈ宮◊✲室で㛤Ⓨして全国

各地で利⏝が㐍む「AR ⅏害␲似体㦂アプ

リDisaster Scope」のά⏝事例やスマー

トグラス「Microsoft HoloLens」の実㝿の

手⾡における実⏝例などが⤂介され、委

員の方々は㠀常に㛵心を持たれました。 

◊✲室ぢ学では「Disaster Scope」を

体㦂。ARによるⅆ⅏の␲似体㦂では、↮

が充‶すると㧗い所の㑊㞴ㄏ導⾲♧がぢ

えにくくなるため、㊊元への⾲♧も必せ

であることを実感されていました。また、

ὠἼᾐỈの␲似体㦂では、体㦂後にハザー

ドマップへの㛵心が㧗まることを感じて

おられました。さらに、VRを使った地㟈

の␲似体㦂では、あまりにもリアルに再 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⌧されるため、実㝿に揺れていなくても

❧っていられずに座り㎸む姿がぢられ

ました。このほか、ARを手⾡ガイドに応

⏝した技⾡も体㦂され、┠の前に⌧れた

⮚器をᵝ々なゅ度からぢるなどしてḟ

世代技⾡への⌮ゎを῝められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 9月 20日㸦➨ 24号㸧 

情報ἳἙỵỴ学科 板宮研究室 

総務省「電波ỉ日Ὁ情報通信月間記念式典」Ệề表彰 

 

◊✲室をぢ学する委員 

ἢὊἓἵἽểἼỴἽử融合した次世代技術 

京都府議会新産業創造特別研究会が視察 

情報ἳἙỵỴ学科3年 平川俊貴さỮ 

VRἁἼỺỶἘỵἨỴὁὊἛ 2019Ể優秀賞 

 

左からᯈ宮教授と平川さん 

You Tube から作品⤂介をぢることができます 
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○2019年度教⫱懇ㄯ会 

教⫱懇ㄯ会は、ᮏ学と保ㆤ⪅との㐃携

のもとに┦互⌮ゎを῝め、学⏕への指導

に役❧たせるため、6月29日㸦土㸧㹼7月

14日㸦日㸧の㛫に富山、⚟井、㔠ἑ、ᯇ

ᮏ、㣤⏣、㛗὾、㧗山、㒆上、伊勢、㟼

岡、὾ᯇ、㑣ぞで実施しました。ᮏ学を

会場とした教⫱懇ㄯ会は10月1日㸦ⅆ㸧

㹼13日㸦日㸧までの㛫に実施します。多

くのご参加をお待ちしております。 

 

○奨学㔠等採用実⦼ 

ᮏ学における奨学㔠の採⏝実⦼は、右

グの㏻りです。 

 

 

 

 

 

 

愛▱工⛉大学および愛▱工⛉大学⮬

動㌴▷期大学は、文㒊⛉学┬所⟶の大学

ἲ人であることから、⚾❧学ᰯἲを㑂守

することを基ᮏとしています。 

 

 平成30年度Ỵ⟬が承ㄆされたことか

ら、このἲ令に基づいた㈈務≧ἣについ

てお▱らせをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学生寮の充実 

ᮏ学では、㐲方からの入学⏕のため、

2つの学⏕寮を⏝意しています。 

「明健寮」は朝・夕の2㣗付で、⮬⅕

のⱞ手な方にお勧めです。「ⵦ㒆学⏕会

㤋」はミニキッチンなどが付いたワンルー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ムマンションタイプの学⏕寮です。ᮏ年

度からシステムデスク、᳔ 子、ローテーブ

ル、テレビ、テレビ台、ラグ、マットレス、

冷ⶶ庫、㟁子レンジなどを備え付けにす

ることで、入寮⪅が必せ最低㝈のⲴ≀の

持㎸みで῭むように充実を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

Ａ Ｕ Ｔ 

 

INFORMATION 

2019年度奨学㔠➼新つ採⏝⪅数実⦼㸦8月 31 日⌧在㸧 

奨学㔠➼の✀㢮 大学㝔 大学 ▷期大学 

日ᮏ学⏕支援ᶵᵓ奨学㔠 
➨一✀ 0 26 9 

➨二✀ 0 59 25 

学ᰯἲ人㟁Ἴ学園奨学㔠㸦恒学基㔠㸧 0 1 0 

授ᴗ料免㝖 0 14 0 

教⫱ローン利子⿵⤥奨学㔠 ― 1 0 

ファミリー奨学㔠 ― 4 4 

学修奨学㔠 ― 18 3 

 

学務課 

事務局 
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⥲合教⫱センターは共㏻教⫱の᰾とな

り、AUT教⫱の┠ᶆである「⮬❧と夢の実

⌧」に向け、各学⛉、各センター、学務㒊

および▷期大学と㐃携してά動しています。 

 

○新入生学外研修 

 新 1年⏕が 4月の「新入⏕学外◊修」

でⵦ㒆市と幸⏣⏫㏆㎶の 12工場㸦各工

場 3㹼4グループ㸧に分かれてぢ学しま

した。これにより技⾡⪅としての将᮶像

を体感し、⌧場におけるモノづくりの意

味を▱り、その後のグループによる意ぢ

交換および全体に向けてのⓎ⾲などの

アクティブラーニングを㏻じて、大学で

学ぶ意⩏のㄆ㆑や、友人作りを㐍め、前期 

 

 

 

ⵦ㒆市と幸⏣⏫との⏘学官㐃携によ

る「三Ἑ中央『人・モノ・地域づくり』

コンソーシアム」は平成 26年にⓎ㊊以

᮶、β 々な㐃携事ᴗを⾜ってきています。

8 月 27 日㸦ⅆ㸧にはᮏ学の AUT ホール

にて➨ 5 回「三Ἑ地域 ◊✲実㊶・成ᯝ

Ⓨ⾲会」を㛤催しました。このⓎ⾲会は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○Windows㸵のサポートが 2020年 1月

に終了します 

マイクロソフトによる Windows7 の延

㛗サポートが 2020 年 1 月 14 日に⤊了

する予定です。サポート⤊了後は、マイ

クロソフトよるセキュリティ更新プロ

グラムの提供が⾜われなくなりますの

でごὀ意ください。Windows 8.1は 2023

年 1月 10日までサポートされますが、

Windows10 へのアップグレードをお勧めし

ます。アップグレードについてサポートが 

 

 

⛉┠「AUT 教⫱入㛛」へつなげました。 

 

○⩦熟度別授業 

新入⏕が⮬分に最も㐺したクラスで

学⩦し、意ḧ、人㛫性、⬟力を最大㝈に

伸ばしていくことができるようにする

ため、数学とⱥㄒのプレイスメントテス

トを実施し、クラス⦅成を⾜いました。

クラス分けの⤖ᯝ、受ㅮクラスが⮬分に

合っていないと感じる場合は、⥲合教⫱

センターへの⏦し出によって変更する

ことも可⬟で、各⮬の⩦⇍度にᰂ㌾に対

応しています。上⣭⏕にはアチーブメン

トテスト、工学基♏力テストを実施して、

各⮬の▱㆑向上と定╔を図りました。 

 

 

  

中学⏕、㧗ᰯ⏕、大学⏕が「ㄢ㢟◊✲報

告」、「㒊ά動報告」➼のプレゼンテーショ

ンを⾜い、モチベーションを㧗めて夢を

持つことと、┦互の交ὶを῝めることを

┠ⓗに実施しました。今年度は地元企ᴗ

のⓎ⾲もあり、より充実したⓎ⾲会にな

りました。 

さらに地元⮬἞体との㐃携を㧗めるた

め、2015年に「幸⏣ものづくり◊✲セン

ター」を大学内に㛤タ以᮶、企ᴗへの技

⾡支援、技⾡┦ㄯを⾜っています。また、

ⵦ㒆市とは、「がまごおり⏘学官ネット

ワーク会㆟」を㏻して「人工⾨星の㛤Ⓨ」

などで⏘学㐃携に取り⤌んでいます。  

┴内㧗ᰯとの㐃携では、愛▱┴教⫱委

員会による「あいち STEM 教⫱推㐍事ᴗ」 

 

 

 

必せな場合は、メディア基┙センター事

務室までお問い合わせください。 

 

○MATLAB Answersを活用しよう 

 工学㒊では、MATLAB、Simulink、およ

びアドオン〇品の包括ライセンスであ

る、Total Academic Headcount㸦TAH㸧

ライセンスを契⣙しています。工学㒊の

学⏕のⓙさんは、これらの〇品を教⫱、

◊✲、学⩦に使⏝することができます。

MATLABを使⏝していて困ったことはあ 

 

 

○ㄢ外学⩦支援 

大学での学びを円⁥に㐍めるために、

個別指導とオフィスアワーのㄢ外学⩦

支援を⾜っています。個別指導は、⥲合

教⫱センター内の学⩦ブースで、一人ひ

とりの学力レベルや┠ᶆに応じて、基♏

⛉┠を⣡得いくまで指導しています。グ

ループでも利⏝できます。なお、センター

入り口に基♏教⫱教員の内⥺㟁ヰ␒号

⾲と内⥺専⏝㟁ヰをタけてあります。教

員不在の場合は、これを利⏝して㐃⤡を

お㢪いします。各教員のオフィスアワー

の時㛫帯や指導内容などの一ぴ⾲は各

学⛉の掲♧ᯈなどに掲♧してあります。

おẼ㍍にご利⏝ください。 

 

 

 

に採択された◊✲指定 㸦ᰯ㇏ᶫ工ᴗ㧗ᰯ、

岡崎工ᴗ㧗ᰯ㸧へのㅮ師ὴ㐵などを⾜いま

した。また、小型ロケットや⨁サット技

⾡のㅮ座を基┙に愛▱⥲合工⛉㧗➼学

ᰯと㐃携して「宇宙イベント」を企⏬。

イベントには STEM 㛵㐃㧗ᰯも加わり、

⌮工⣔人ᮦ⫱成の推㐍を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りませんか。MATLAB Answersは、すべて

のユーザに㛤かれたオンラインコミュ

ニティです。MathWorks アカウントがあ

れば、ㄡでも㉁問㸤回⟅できますのでά

⏝してください。 

 

 

㸺MATLAB Answersサイト㸼 

http://jp.mathworks.com/matlabcentral

/answers 

 

 

2019年 9月 20日㸦➨ 24号㸧 

地域Ὁ産学連携ἍὅἑὊ 

総合教育ἍὅἑὊ 

 

ἳἙỵỴ基盤ἍὅἑὊ 

宇宙イベントでのキックオフㅮ⩦会 三Ἑ地域 ◊✲実㊶・成ᯝⓎ⾲会 
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○新着図書の受入れについて 

広報ㄅ『AUT図書㤋だより』で⤂介し

た図書やⱥㄒ多ㄞ⏝図書など、9月に⣙

100Ⅼの図書を㉎入しました。図書㤋前

の掲♧ᯈ、図書㤋 HPのⶶ書᳨⣴サービ

ス、『新╔図書をぢる』でご☜ㄆ㡬けま

す。新╔図書は書ᯫ␒号 3␒の新╔図書

コーナーにあります。ご利⏝ください。 

 

 

 

ものづくり工作センターでは、先➃技

⾡を学びながら、実㊶ⓗなものづくりを

⩦得するための教⫱を実施しています。

例えば、最先➃のものづくりを⤒㦂する

ため、学⏕㐩がタィしたマシンをCAD/CAM

により図㠃化し、必せに応じて 3D プリ

ンターでヨ作した後、ものづくり工作セ

ンターで実㝿にマシンの〇作を⾜うプ

ロセスを導入しています。 

ものづくり工作センターには、⤒㦂㇏

かな技⾡⪅が 2名所属しており、工作ᶵ 

   

  

  

■工学㒊 内定⪅㏿報!! 

2020 年卒の就⫋戦⥺は、㑅⪃や内定

出しの㛤始時期を早める企ᴗが増え、就

⫋ά動の早期化は、ますます㢧ⴭになっ

ています。その中で、大手・優Ⰻ企ᴗに

内定を勝ち取った 3 名の学⏕にインタ

ビューしました。 

 

ᶵᲔシステム工学⛉ 4年 

㈗⟅ ❹亮(きとう しゅんすけ)さん 

㸦出㌟ᰯ㸧愛▱┴❧㭯城丘㧗ᰯ 

㸦内定先㸧日⏘⮬動㌴ᰴ式会♫ 

 ⫋✀は⏕⏘技⬟⫋㸦テクニカルエンジ

ニア㸧です。主な仕事は㌴両のヨ作や保

全などのᴗ務を⾜います。 

 応募の動ᶵは、日⏘⮬動㌴の技⾡力に

㨩力を感じたことと、卒ᴗ◊✲で「⮬動

㐠㌿」に取り⤌んでおり、大学での学び

がάかせる仕事に就きたいと⪃えたか

らです。 

 内定のポイントは、大学で培ってきた

技⾡力とリーダーシップについてアピー

ルできたⅬと 3年ḟに参加したインター 

  

  

○学生リクエストによる図書の受入れ

について 

学⏕からのリクエストにより、今年度

9月までに12冊の図書を受入れました。

リクエスト図書は図書委員により承ㄆ

を受け、2㹼3㐌㛫ほどで受入れ、ご利⏝

いただけます。ㄞみたいᮏがある方は、

是㠀ごά⏝ください。 

 

 

 

Ეの使い方だけでなく、工作ᶵᲔから

伝わる振動や㡢や匂いを感じ取る感性

の㔜せ性も学⏕に伝承しています。 

また、ẖ年前期の 4ヶ月の㛫に安全

ㅮ⩦を実施しています。工作ᶵᲔの使

い方はもちろん、⌧場における挨拶や

安全☜保、そして作ᴗ場の整⌮整㡻な

ど基♏ⓗな教⫱も実施しています。 

右の写┿は、ものづくり工作センター

でヨ作したスターリングエンジンです。

スターリングエンジンは⌮想ⓗなエン 

 

 

 

ンシップにおいて、チームで取り⤌む

㔜せ性を実体㦂できたことが役❧ちま

した。 

将᮶はエンジニアとして、グローバ

ルにά㌍したいと思います。 

 

㟁子制御・ロボット工学⛉ 4年 

Ỉ㔝 ⩧太(みずの しょうた)さん 

㸦出㌟ᰯ㸧㟼岡┴❧὾ᯇ工ᴗ㧗ᰯ 

㸦内定先㸧ヤマハⓎ動ᶵᰴ式会♫ 

⫋✀はᴗ務⫋タィです。主な仕事は

ヤマハ〇品における 3Dモデルの作成や

タィ手ἲの㛤Ⓨです。タィの仕事に就

きたいと⪃え、3DCAD‽ 1⣭の㈨᱁を

取得しました。 

㠃接でのポイントは、ロボット◊✲

㒊でのά動や大会でのエピソードを具

体ⓗにアピールできたⅬです。また、

ᵝ々なタィソフトに対応できる手ἲを㌟

に付けたこともⰋかったと思います。 

卒ᴗまでに、3DCAD 1⣭の取得を┠

指し、将᮶はㄡからも信㢗される技⾡

⪅になれるよう㡹張りたいです。 

 

 

○他の図書㤋にないユニークな所ⶶ 

ᮏ学の図書㤋には、⮬動㌴メーカーか

ら寄㉗された多くの⮬動㌴のゎㄝ書、整

備書、㟁子マニュアルがあります。その

数は⣙ 600Ⅼ。 

㤋外㈚出はできませんが、⮬動㌴整備

に⯆味のある方は是㠀ごらんください。 

 

 

 

 

ジンとゝわれながら、ᴟめて⢭密な加工

技⾡がせồされます。卒ᴗ◊✲㸦半⏣◊

✲室㸧に協力して完成させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報メディア学⛉ 4年 

ᮡỤ 㥴(すぎえ しゅん)さん 

㸦出㌟ᰯ㸧名古屋市❧⥳㧗ᰯ 

㸦内定先㸧ᰴ式会♫ニデック 

 ⫋✀はサービスエンジニアです。主

な仕事は医⒪ᶵ器の動作不Ⰻなどを定

期ⓗにメンテナンスや修⌮をする仕事

です。 

医⒪技⾡・ᶵ器のⓎ展はⴭしく㐍Ṍ

しており、♫会㈉⊩できるⅬにも㨩力

とやりがいを感じます。 

内定を勝ち取れた一␒のせ因は、大

学での◊✲「医⒪・⅏害の体㦂 VR」を

㏻じ、企ᴗ担当⪅との会ヰで培ったコ

ミュニケーション力です。この⤒㦂は、

⚾にとってすごく⮬信となりました。 

将᮶は大学で◊✲した VR の▱㆑とコ

ミュニケーション力をάかし、医⒪ᴗ⏺

のⓎ展に㈉⊩したいです。 

 

就⫋先が内定されたⓙさん、おめでと

うございます。これからも┈々㡹張って

ください。 

ờỉỀくụ工作ἍὅἑὊ 

 
 

ỿἵἼỴἍὅἑὊ 

図書館 
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研 究 室 訪 問 
- 機械䝅䝇䝔䝮工学科 寺澤研究室 - 

 「工学技術を通して人命を助けたい」 との思いから寺澤研

究室では、大きく 2 つの分野 「生体内で作製された移植用

心臓弁の評価技術」䞉「車両制御技術に依る安全運転支援技

術」の研究開発を行っております。 

 

1) 移植用心臓弁の評価技術に関する研究 

100 人に 1 人の新生児は何らかの心臓疾患をもって出生し、

重い症例では亡くなってしまうケ䞊スがあります。また高齢化す

ると、弁が石灰化することで硬くなり開きにくくなる病気(心臓弁

膜症)の患者数も増加しております。 

心臓弁膜症の成人患者には機械弁とよばれる人工心臓弁へ

の置換術が一般的に行われますが䠄図 1䠅、小児用の人工弁は

世にありません。機械弁はパイ䝻䝷イトカ䞊䝪䞁という人工物で

すが、これは心臓の成長に伴って大きくならないため、成長とと

もに頻繁に交換する必要があり、患者に多大な負担が生ずるこ

とが一因となります。また機械弁は人工物との接触面で血の塊

ができてしまい脳梗塞につながるため、血液を凝固させない薬

を生涯にわたって服用する必要があります。この薬は胎児に影

響を与えてしまうため、妊婦には用いることができません。さらに

人工物内には血管が新生されないため免疫系が機能せず、感

染に弱く一度感染してしまったら手術による交換が必要となるな

ど受け入れ難い多くの課題があります。 

私たちの研究グ䝹䞊プは生体の皮膚下に人工的に形づけら

れたシ䝸コ䞊䞁などでできた型を入れると、型の形に合わせて、

心臓弁や血管のような組織体ができることを見出しました。この

組織体を心臓弁としての移植材として応用できるか研究してい

ます(図2)。この組織体は、自身の皮下の細胞が作り出したコ䝷䞊

ゲ䞁などから構成される組織です。これを移植材料として応用

すると、自己の細胞が組織体へ浸潤し、血管網が組織内に自動

的に再構築され、自分の身体として再生します。長期に渡る服

用も不要で感染にも強く、成長性が見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本技術の開発は、医学部䞉獣医学部の医師䞉獣医師との医

工連携、国立循環器病研究セ䞁タ䞊初のベ䞁チ䝱䞊企業と

の産学連携することで推進しており、寺⃝◊✲室はその中で

も「⏕体内で⛣᳜⏝⤌⧊体を作る技⾡」を実㝿に医⒪で使

えるようにするため、ᮦ料工学ⓗな手ἲでᮦ料をゎᯒし

(図 3)、安心・安全に使うためのホ価技⾡㛤Ⓨを推㐍し早

期⮫床応⏝を┠指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 車両の安全運転支援䝅䝇䝔䝮に関する研究 

現在、年間 4,000 人程度の方が交通事故により亡くなってい

ます。その背景に多くの悲しむご家族ご友人がいることは疑う余

地がありません。指導教官㸦寺⃝㸧の前⫋は⮬動㌴メーカーの

技⾡⪅であり、11 年にわたり交㏻事故 0 の実⌧を┠ⓗとし

た安全㐠㌿支援システムとして、「操⯦(ステアリング)制御

技⾡を㏻した㐓⬺㜵Ṇ制御技⾡」の◊✲㛤Ⓨを⾜いアイサイ

ト Ver.3という商品として実⏝化しました。 

㐠㌿支援システムの㛤Ⓨの㘽は、㐠㌿⪅のシステムに対す

る信㢗が得られることであり、制御⣔に㐠㌿⪅の㐠㌿≉性を

ᶍ倣させることが必せであると⪃えています。 

寺⃝◊✲室では、㐠㌿⪅の㐠㌿⾜動をㄪべ、㐠㌿⪅の操⦪≉

性を数式モデル化㸦ドライバモデルをᵓ⠏㸧し、操⯦・シャシ

制御⣔として実⌧することで、㐠㌿⪅と㌴両とが協ㄪして安

全㐠㌿を実⌧するシステムの㛤Ⓨを推㐍しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺⃝ Ṋ 
助教・博士㸦工学㸧 
 

㹙専㛛] 医工学ᮦ料 

     ㌴㍗㐠動制御 

㹙⤒Ṕ㹛 富士㔜工ᴗ㸦ᰴ㸧 

㸦⌧㸸㸦ᰴ㸧SUBARU㸧 

国❧循⎔器◊✲センター 

 

 

 

Profile 

 

図 4 㺢㺼㺵㺐㺩㺼㺻㺖㺼㺚㺮㺋㺸㺎㺞を⏝いた㺔㺎㺪㺼㐍入時㐠㌿⪅操⯦≉性の◊✲ 

図 1 ⮫床で一⯡ⓗに⏝いられる人工心⮚弁(ᶵᲔ弁) 

図 2 ⏕体内での心⮚弁⛣᳜ᮦ料作〇 

図 3 ⏕体内形成⤌⧊の㧗⢭度ᮦ料≉性ホ価⣔ 



 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年度䠄後期䠅 行事予定表 
※学内におけるㅖ事情により、予定を変更することがあります。 

  

大学㝔 
 

⾜ 事 日 程 

10 

月 

教⫱懇ㄯ会 1日㸦ⅆ㸧㹼13日㸦日㸧 

㜵⅏カ⦎ 11日㸦㔠㸧 

AUT⚍㸦大学⚍㸧 12日㸦土㸧、13日㸦日㸧 

11 

月 
インターンシップ報告会 5日㸦ⅆ㸧 

12 

月 
学⏕冬期休ᴗ 24日㸦ⅆ㸧㹼 

1 

月 

学⏕冬期休ᴗ 㹼5日㸦日㸧 

博士㸸ㄽ文審ᰝ⏦ㄳ期㝈 8日㸦Ỉ㸧 

博士㸸審ᰝ会・公⫈会 23日㸦木㸧 

修士㸸ㄽ文審ᰝ⏦ㄳ期㝈 31日㸦㔠㸧 

2 

月 
修士㸸審ᰝ会・公⫈会 20日㸦木㸧 

3 

月 
卒ᴗド書・学位グ授与式 14日㸦土㸧 

 

 

大学 
 

⾜ 事 日 程 

10 

月 

教⫱懇ㄯ会 1日㸦ⅆ㸧㹼13日㸦日㸧 

㜵⅏カ⦎ 11日㸦㔠㸧 

AUT⚍㸦大学⚍㸧 12日㸦土㸧、13日㸦日㸧 

11 

月 
インターンシップ報告会 5日㸦ⅆ㸧 

12 

月 

㸯⣭ㄢ⛬ 企ᴗㄝ明会 5日㸦木㸧、6日㸦㔠㸧 

学⏕冬期休ᴗ 24日㸦ⅆ㸧㹼 

1 

月 

学⏕冬期休ᴗ 㹼5日㸦日㸧 

定期ヨ㦂 23日㸦木㸧㹼31日㸦㔠㸧 

2 

月 

4年 卒ㄽ提出期㝈 4日㸦ⅆ㸧 

成⦼Ⓨ⾲ 13日㸦木㸧 

3年 卒◊ガイダンス 13日㸦木㸧 

4年 卒ᴗ◊✲Ⓨ⾲会 14日㸦㔠㸧 

3 

月 

4年  卒ᴗ判定⤖ᯝⓎ⾲ 6日㸦㔠㸧 

卒ᴗド書・学位グ授与式 14日㸦土㸧 

 

短期大学 
 

⾜ 事 日 程 

10 

月 

教⫱懇ㄯ会 1日㸦ⅆ㸧㹼13日㸦日㸧 

㜵⅏カ⦎ 11日㸦㔠㸧 

AUT⚍㸦大学⚍㸧 12日㸦土㸧、13日㸦日㸧 

1年 就⫋ᶍヨ① 18日㸦㔠㸧 

11 

月 

1年 CS教⫱ㅮ座 1日㸦㔠㸧 

1年 㠃接指導 8日㸦㔠㸧 

1年 就⫋ᶍヨ② 22日㸦㔠㸧 

12 

月 

1年 学内企ᴗㄝ明会 5日㸦木㸧、6日㸦㔠㸧 

2年 定期ヨ㦂 11日㸦Ỉ㸧㹼13日㸦㔠㸧 

2年 成⦼Ⓨ⾲ 17日㸦ⅆ㸧 

学⏕冬期休ᴗ 24日㸦ⅆ㸧㹼 

1 

月 

学⏕冬期休ᴗ 㹼5日㸦日㸧 

1年 定期ヨ㦂 27日㸦月㸧㹼31日㸦㔠㸧  

2 

月 

1年 成⦼Ⓨ⾲ 6日㸦木㸧 

2年 卒ᴗ判定⤖ᯝⓎ⾲ 21日㸦㔠㸧 

3 

月 

卒ᴗド書・学位グ授与式 14日㸦土㸧 

2年 国土交㏻┬⮬動㌴整備士技⬟
᳨定 

22日㸦日㸧 

 
 
 
 

  

Koka TIMES 

 

2019年 9月 20日㸦➨ 24号㸧 

SNSỂ情報ử発信しềいộす。 

ἭὊἲἬὊἊの NeZVὶTRSicV はもちろん、

FacebRRk、LINE、TZiWWeU、InVWagUam、YRXTXbe
で情報発信中。日々、更新していますので、ぜひ

「いいねὲίἧỻἿὊὸ」をお願いいたします 


